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鹿児島竜谷学園幼保連携型認定こども園鴨池幼稚園

１　本園の目指す子どもの姿

教育目標：み仏さまを拝み、やさしさとたくましさをもつ子ども

キャッチフレーズ：たっぷりふれあい、じっくり考え、みっちり遊ぶ　鴨池の子ども

・み仏さまを拝む子ども　　　　　　　・感謝のこころをもつ子ども

・良く聞き、考える子ども　　　　　　・友だちと助け合い、仲良くする子ども

２　本年度重点的に取組む事項

まことの保育を実践し、一人一人の子どもを大切にした質の高い教育実践を目指す。

３　評価事項の達成及び取組状況

1
　まことの保育を推進し、心豊かな

A
　毎月の主題を重点的に扱いながら保育実践に

子どもの育成を図る 努めた。また職員の資質向上にも努めた。

2
　教育保育の質の向上を図るために

A
　年間研修計画を立て、テーマ研修や研究保育

園内研修の充実を図る などの実践的な指導力の向上に努めた。

評価（A・・十分に成果があった。B・・成果があった　C・・少し成果があった　D・・成果はなかった）

5　今後取組むべき課題

3
　地域や保護者との連携を図り、

B
　コロナ禍の中で工夫しながら地域との交流や

地域に信頼される園づくりを進める 保護者連携に努めた。

評価（A・・十分に成果があった。B・・成果があった　C・・少し成果があった　D・・成果はなかった）

4　総合的な評価結果

評価 理　　　由

A

　まことの保育を園の基盤としながら教育課程の円滑な実施に職員が一体となって取組

んだ結果、子ども一人一人を大切にした質の高い教育・保育を実践することができた。

　また職員研修や先進園での研修をとおして職員の資質向上に取組んだことで、指導力

や職責感の向上を図ることができた。

　更に園評価や保護者評価をとおして課題を明確にし、全職員で解決の方法を検討しな

がら課題の解決に努めることができた。

課題 具体的な取組方法

2 組織の活性化
　園務分掌の業務内容を明確化し、職位に応じた職責感と実践力を育て

る。

1 感染症対策
　感染症対策を徹底し、可能な限り行事や教育保育の円滑な実施に努め

る。

3 研修の充実
　まことの保育についての理解を深め、指導の重点化を図りながら実践

力を高める。

　多様な情報発信の手段としてSNSなどを活用していくのも面白いと思う。

　子どもがのびのびと育っている鴨池幼稚園は素晴らしいと感じている。

６　学校関係者評価委員会の総合評価

　本年もコロナ禍の中での園運営に苦慮されたものと思う。今までになかったことを

新しい視点で変えていくことは容易ではないと思うが、職員評価や保護者評価の意見

を反映させつつ、よりよい鴨池幼稚園の創造に取組んでほしい。

　全体的に高評価を得られているので、課題として指摘を受けたところを改善して、

職員間で情報の共有と情報の開示に努めてほしい。



各委員の意見よりの意見

〇　残念ながら今年度は子どもたちの様子を参観する機会がなかったが、鴨池幼稚園

　の園児らしい笑顔ではきはきした印象があり最高評価だった。

〇　ベテランから新人まで、どの先生とも話しやすく親しみが持てる環境であり、そ

　のような素晴らしい先生方と共に子どもたちも感性豊かに成長していることをいつ

　も感じている。

〇　昨年に引き続きコロナ禍での園運営は大変だったと思います。昨年度、残念なが

　ら中止や縮小となった行事も教職員と保護者、地域が協力して一体となり、更に、

　充実したものができたという声が数多く聞かれた。コロナ禍でも子どもたちのため

　に懸命に頑張っている鴨池の教職員すべてに感謝するとともに、今後も引き続き保

　護者や地域との連携を強化して、子どもたちの笑顔のために頑張ってほしい。

〇　一度落ち着いたと思われたコロナウイルスも、子どもの感染が急増いており、こ

　れからも気の抜けない感染対策が必要となります。今後、関係者から感染者や濃厚

　接触者がでた場合の対応など保健所からの指示を待つだけでなく、事前にできる感

　染防止対策を積極的に進めてほしい。

〇　保護者からの意見に耳を傾けつつも、園としての方針を堅持して、まことの保育

　や教育方針、行事運営、コロナ対策に最善の取組を期待します。

〇　コロナ禍で見えてきた課題や改善点を新しい視点で変化させていくことは容易で

　はないと思うが、更によりよい鴨池幼稚園を目指して頑張ってほしい。

〇　SNS等を活用して更に情報発信に努めてほしい。


